身のまわりの放射線
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【目的】私達の身のまわりには空気中、食物、体内、構造物、大地等あらゆる場所に放射線が存在する。国連科学委員会（UNSCEAR）の2000年報告書によれば、自然放射線による被ばくの世界平均は年間一人あたり2.4 mSvで、その内訳は、宇宙線等による外部被ばく 0.39 mSv、大地等からの外部被ばく 0.48 mSv、ラドン等の吸入による内部被ばく 1.26 mSv、および食物摂取による内部被ばく 0.29 mSvである。このうち食物摂取による内部被ばくでは自然放射性核種である40K、210Poの他、半減期が約30年と長い過去の大気圏内核実験由来の人工放射性核種137Cs、90Srについても考慮する必要がある。ここではこれら放射性核種の食品中濃度、1日摂取量、さらに成人の年実効線量について、本院で行っている「食品中放射性核種の摂取量調査・評価研究」の平成19年度結果をもとに報告する。
【方法】本研究は厚生労働省を中心として行っている食品中の有害物質等の摂取量調査の一環として行っており、食品群の分類（全14群）、各食品群の当該地域での１日消費量、調理法等についてはこれに準じた。平成19年度の対象地域は横浜市、新潟市、高知市とし、これら3都市でマーケットバスケット方式により食品を購入し、飲料水として蛇口水を採取した。137Cs、40Kは調製試料を灰化後に高純度Ge半導体検出器を用いたγ線スペクトロメトリ、90Sr、210Poは飲料水を除く13食品群を混合した試料を化学処理後にそれぞれ低バックグラウンドβ線測定装置、Si半導体検出器を用いたα線スペクトロメトリにより分析した。なお、横浜市については13食品群全てについて210Poの分析を行った。
【結果】(1)人工放射性核種　137Cs濃度はほとんどの試料で0.1 Bq/kg以下であった。90Srは高知市の13食品群混合試料中のみで検出され、その濃度は0.03 Bq/kgであった。これらの値をもとに算出した成人の年実効線量はいずれも0.001 mSv/年未満で、UNSCEAR 2000年報告の食物摂取による自然放射性核種由来の内部被ばくの世界平均値0.29 mSv/年（以下、UNSCEAR 2000年報告値）と比較すると著しく低かった。
(2)自然放射性核種　40Kはほぼ全ての試料で検出され、米・米加工品類（I群）、油脂類（IV群）を除き概ね数十Bq/kgのオーダーにあった。食品群別ではその他野菜・きのこ・海藻類（VIII群）で高い傾向にあった。40Kの1日摂取量は78700(高知市)-94200(新潟市) mBq/日、成人の年実効線量は0.18(高知市)-0.21(新潟市) mSv/年と算出され、3都市間での顕著な差は認められなかった。一方、210Poは13食品群混合試料中の濃度が0.19（横浜市）-0.92(高知市) Bq/kgの範囲にあり、都市間での差が認められた。横浜市における食品群別の結果では魚介類（Ⅹ群）が他の食品群を大きく上回る濃度となった。210Po の1日摂取量、成人の年実効線量はそれぞれ371-1841 mBq/日、0.16-0.81 mSv/年であった。
【考察】 今回測定した全ての核種に起因する成人の年実効線量を合計すると0.37-0.99 mSv/年でUNSCEAR 2000年報告値よりも高い値となった。40Kによる年実効線量はほぼ一定であることから、210Poの摂取量が高いためであると推察された。横浜市の結果にみられるように、一般に210Po濃度は魚介類で高い傾向を示す。日本人は諸外国よりも魚介類の消費量が多いため、諸外国との食習慣の違いが反映されたものと考えられた。

